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中国の周辺外交におけるミドル・パワー 

としての豪州 ： 中豪関係の進展と 

米豪同盟への余波 1

山﨑周

（青山学院大学総合研究所助手）

【要約】

台頭する中国からすると、ミドル・パワーに属する国々との関

係強化は外交上の優先課題の一部になりつつある。米中間での戦略

的な競争は、両国にとってのミドル・パワーの重要性を向上させる

主因になっている。そして、インド太平洋地域に位置するミドル・

パワーの一員として、近年の中国で注目されている国家が豪州であ

る。

本稿では、冷戦後の中国が豪州との関係において、どのような外

交戦略を展開してきたのかについての考察を行う。台頭する中国に

とって、インド太平洋地域のミドル・パワー諸国の重要性が高まっ

てきた。その中でも、特に代表的なミドル・パワーである豪州の存

在感が増しつつある。中国は、米豪同盟に楔を打ち込み、豪州を自

らの勢力圏に取り込もうとしているとさえ言える。なお、中豪関係

については、日本もその関係を規定する要因になっており、この点

1	 本研究の一部は、青山学院大学アーリーイーグル研究支援制度の支援によって行

われた。また、一般財団法人平和・安全保障研究所の日米パートナーシップ・プ

ログラムの支援によっても行われた。両者による支援に記して感謝申し上げたい。
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は過小評価されるべきではない。

キーワード：�中豪関係、米豪同盟、ミドル・パワー（中等強国）、周辺外

交、シャープ・パワー
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一　はじめに

中国国内の国際関係研究において関心が集まっているテーマの 1

つは、同国とミドル・パワー（中等強国）との対外関係である。台

頭する中国からすると、ミドル・パワーに属する国々との関係強化

は外交上の優先課題の一部になりつつある。それだけではなく、中

国国外においても、同国とミドル・パワーの関係性に関する研究が

増えつつある 2。2013 年 10 月に習近平国家主席も出席して演説を行

った「周辺外交活動座談会」の開催が象徴している通り 3、周辺外交

の文脈から、中国にとってのミドル・パワー諸国との関係が重要性

を増していることは間違いなかろう。

更には、周辺国との関係における対外政策の立案や実行に際して

中国が最も考慮する要因は米国であることから、中国から見た場合

のミドル・パワーの重要性の高まりは、米中関係のダイナミズムと

2	 ミドル・パワーに関する代表的な中国人研究者による文献は、例えば、丁工「中

等強國與中國周邊外交」『世界經濟與政治』第 7 期（2014 年）、頁 24～41；閻

學通、齊皓等『中國與周邊中等國家關係』（北京：社會科學文獻出版社、2015
年）；戴維來『中等強國崛起與國際關係的新變局』（北京 : 中央編譯出版社、

2017 年）。中国国外における研究成果としては、次のものが挙げられる。国際安

全保障学会編「特集：中国台頭への対応 　地域ミドルパワーの視点」『国際安全

保障』第 39 巻第 2 号（2011 年 9 月）；Bruce Gilley and Andrew O'Neil (eds.), 
Middle Powers and the Rise of China (Washington, D. C.: Georgetown University 
Press, 2014); Enrico Fels, Shifting Power in Asia-Pacific? The Rise of China, Sino-
US Competition and Regional Middle Power Allegiance (Cham: Springer, 2016); 
Ralf Emmers and Sarah Teo, Security Strategies of Middle Powers in the Asia 
Pacific (Melbourne: Melbourne University Publishing, 2018); Tanguy Struye de 
Swielande, Dorothee Vandamme, David Walton, and Thomas Wilkins (eds.), 
Rethinking Middle Powers in the Asian Century: New Theories, New Cases (New 

York: Routledge, 2018).
3	 習近平『習近平国政運営を語る』（北京：外文出版社、2014 年）、327～331 ペー

ジ。
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も連動している。米中間での戦略的な競争は、両国にとってのミド

ル・パワーの重要性を向上させる主因になっている 4。

そして、インド太平洋地域に位置するミドル・パワーの一員と

して、近年の中国で注目されている国家が豪州である。以前の中国

では、豪州に対する学術的な関心は希薄であり、豪州についての研

究は盛んではなかった。だが、近年では、豪州を取り上げる研究が

徐々に増加するようになってきた 5。その一方、日本における両国関

係についての先行研究は中国研究者ではなく、主に豪州研究者によ

って行われてきた 6。そのため、中国側の視点に立脚しながら中豪関

係を検討する課題が残されている。それに加え、中豪関係の事例

は、中国のミドル・パワー諸国への姿勢を把握するだけではなく、

インド太平洋地域内の米国の同盟国に対して、中国がどのような政

策をとってきたのかを理解する上においても興味深い分析対象にな

4	 Bruce Gilley and Andrew O’Neil, “China’s Rise through the Prism of Middle 
Powers,” in Bruce Gilley and Andrew O’Neil (eds.), Middle Powers and the 
Rise of China, p. 3; G. John Ikenberry, “Between the Eagle and the Dragon: 
America, China, and Middle State Strategies in East Asia,” Political Science 
Quarterly, Vol. 131, No. 1 (2016), pp. 9-43.

5	 Jingdong Yuan, A Rising Power Looks Down Under: Chinese Perspective on Australia 
(Canberra: Australian Strategic Policy Institute, 2014), p.8. 

6	 その点は例えば、福嶋輝彦「対米同盟と中国市場の狭間で：中国の台頭に対応す

るオーストラリア」『国際安全保障』第 39 号 2 巻（2011 年 9 月）、6～27 ページ；

福嶋輝彦「米中に揺れるオーストラリア：ギラード労働党政権の外交・安全保障

政策を中心に」『国際問題』第 628号（2014年 1月）、38～46ページ；福嶋輝彦「同

盟か、市場か？：オーストラリアの対中アプローチ」『主要国の対中認識・政策の

分析』（日本国際問題研究所、2015 年）、73～98 ページ；石原雄介「米豪同盟と

中国：『二重のトレンド』の顕在化」『国際安全保障』第 44 巻第 1 号（2016 年 6
月）、30～48 ページ。中国の台頭と豪州のインド太平洋へのアプローチの関係に

ついては、佐竹知彦「豪州とインド太平洋 : 多極化時代における新たな秩序を求

めて」『国際安全保障』第 46 巻第 3 号（2018 年 12 月）、51～70 ページ。
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ろう。

そこで本稿では、冷戦後の中国が豪州との関係において、どのよ

うな外交戦略を展開してきたのかについての考察を行う。それによ

って、中国側が対豪関係をどのように認識し、実際の政策を遂行し

てきたのかを解き明かすことが本稿の目的となる。ここで、本稿の

議論を先取りしておきたい。台頭する中国にとって、インド太平洋

地域のミドル・パワー諸国の重要性が高まってきた。その中でも、

特に代表的なミドル・パワーである豪州の存在感が増しつつある。

中国は、米豪同盟に楔を打ち込み、豪州を自らの勢力圏に取り込も

うとしているとさえ言える。なお、中豪関係については、日本もそ

の関係を規定する要因になっており、この点は過小評価されるべき

ではない。

本稿では、まず次節において、中国国内で豪州のようなミドル・

パワー諸国への関心が高まってきていることを論じる。第 3 節にお

いて、中国にとって対豪関係が重要な理由を指摘する。第 4 節は、

その時々の米中関係とも照らし合わせながら、冷戦後の中豪関係を

概観するものである。第 5 節では、中豪関係を巡る最近の情勢か

ら、中国が米豪同盟にどのように対処しようとしてきたのかを見

る。結論部では、日本の存在が中豪関係に与える影響について論及

する。

二　中国におけるミドル ・ パワー諸国と豪州への関心

日本においては、2000 年代になってから、ミドル・パワーに関

する議論が活発になされるようになった。とりわけ、添谷芳秀によ

る『日本の「ミドルパワー」外交』は、日本外交の在り方を問う一
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冊として幅広く注目を集めた 7。その後も、2011 年に国際安全保障

学会が刊行する学術雑誌『国際安全保障』で台頭する中国とミドル

・パワー諸国の関係についての特集号が組まれるなど 8、日本ではミ

ドル・パワーについての研究が徐々に蓄積されてきた。以下で論じ

るように、中国においても、2000 年代中盤以降からミドル・パワ

ーに対する学術的な関心が高まるようになる。

中国語でのミドル・パワーの基本的な訳語は、「中等強国」ある

いは「中等国家」である。ただし、「中等国家」よりも、「中等強

国」のほうがミドル・パワーを指す言葉としてより多く用いられる

傾向にある 9。また、「次級国家」、「中等力量」、「中等強権」、

「支点国家」といった呼称もある 10。それら以外にも、後述のよう

に、しばしば「中等大国」という表現がミドル・パワーに該当する

こともある。

中国において、ミドル・パワーを意味する「中等強国」が使わ

れるようになったのは、比較的最近のことである 11。中国の学術論

文データベースである中国学術文献オンラインサービス（CNKI）

で検索した限りでは、「中等強国」をキーワードとして最初に用い

た研究は、2007 年のものである 12。また、「中等国家」をキーワー

7	 添谷芳秀『日本の「ミドルパワー」外交 : 戦後日本の選択と構想』（筑摩書房、

2005 年）。
8	 国際安全保障学会編、前掲「特集：中国台頭への対応 　地域ミドルパワーの視

点」。
9	 Bruce Gilley, “China’s Discovery of Middle Powers,” in Bruce Gilley and 

Andrew O’Neil (eds.), Middle Powers and the Rise of China, p. 60.
10	 戴維來、前掲『中等強國崛起與國際關係的新變局』、頁 1。
11	 Bruce Gilley, “China’s Discovery of Middle Powers,” p. 46.
12	 錢皓「中等強國參與國際事務的路徑研究 : 以加拿大為例」『世界經濟與政治』第 6

期（2007 年）、頁 47～54。「中等強国」という言葉が最初に用いられている資料

については、1986 年にまで遡ることができる。G. 岡薩雷斯、湯小棣「何謂『中

$0915.indd   150 2019/7/24   下午 02:06:00



2019 年 4.5.6 月号� 中国の周辺外交におけるミドル・パワーとしての豪州

－151－

ドとした研究に関しては、中国人の学生が執筆した 2006 年の修士

論文が最初に出てくる 13。つまるところ、2000 年代後半になってか

ら、中国ではミドル・パワーに焦点を当てる研究が登場するように

なったと言える。

中国でミドル・パワーへの関心が高まってきていることは確か

だが、その概念の具体的な定義や、どの国家がミドル・パワーに該

当するのかについては、統一された見解があるとは言い難い。例え

ば、どの国家がミドル・パワーに当てはまるのかについて、論者に

よってその見方は異なっている。ミドル・パワーについての研究者

として知られている中国社会科学院の丁工は、2011 年に発表した

論文の中で、ミドル・パワーに該当する国家としてスペイン、韓

国、インドネシア、パキスタン、メキシコ、アルゼンチン、南アフ

リカ、ナイジェリア、エジプト、トルコ、イラン、サウジアラビア、

そして豪州を挙げる一方、G7 の一員であるカナダをミドル・パワ

ーではなく、大国として位置付けている 14。他方で、カナダをミド

ル・パワーとして捉えた他の研究者による研究もある 15。あるいは、

トルコや南アフリカに加えて、インド、ブラジルをミドル・パワー

等強國』?」『國外社會科學』第 6 期（1986 年）、頁 43～44。この記事がきっかけ

となって、中国の研究者がミドル・パワーの概念を知るようになったと論じられ

ている。戴維來、前掲『中等強國崛起與國際關係的新變局』、頁 25。
13	 薛偉娟『試論後冷戰時代加拿大的人類安全理念及其結構主義外交實踐』天津師範

大學碩士論文（2006 年）。1987 年に「中等国家」に言及した雑誌記事があるが

（章亦石「中等國傢探索和平和解的新途徑」『瞭望週刊』第 13 期〔1987 年〕、頁

18）、それ以降、「中等国家」に言及した資料は 2007年頃になるまで出てこない。
14	 丁工「中等強國崛起及其對中國外交布局的影響」『現代國際關係』第 10 期（2011

年）、頁 49。
15	 張笑一『中等強國外交行為理論視野下的加拿大北極政策研究』（北京 : 時事出版

社、2017 年）。
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とする見解もある 16。以上のように、ミドル・パワーに纏わる議論

は多様ではあるものの、中国の対外政策の中でミドル・パワーの存

在が重要になってきているという考えについては、コンセンサスが

あると言える。

なお、ミドル・パワーの国々との外交関係についての研究に関し

ては、中国の実際の対外政策決定過程にも影響を与えている可能性

がある。上述の丁工によるレポートや論文は、中国共産党の上層部

にまで上げられていると言われている 17。

本稿で取り上げる豪州は、同国内外において、長年にわたって典

型的なミドル・パワーとして見なされてきた歴史があり、実際の対

外政策においても、ミドル・パワーとしての特徴が顕著な国家でも

ある 18。

中国においても、豪州は典型的なミドル・パワーであるとの指

摘がなされている 19。また、中国外交部のホームページでは、豪州

が「積極的で創造力のあるミドル・パワー外交（積極的有創造力的

中等大国外交）」を推進していると紹介されており、一般的にミド

ル・パワーを指す「中等強国」や「中等国家」ではなく、「中等

大国」という単語が用いられている 20。この「積極的で創造力のあ

16	 金燦榮、戴維來、金君達「中等強國崛起與中國外交的新著力點」『現代國際關係』

第 8 期（2014 年）、頁 1～7 及び 26。
17	 Bruce Gilley, “China’s Discovery of Middle Powers,” p. 47.
18	 Carl Ungerer, “The ‘Middle Power’ Concept in Australian Foreign Policy,” 

Australian Journal of Politics & History, Vol. 53, No. 4 (December 2007), pp. 
538-551.

19	 崔越、牛仲君「試論中國的對澳大利亞政策 : 基于『中等強國』行為邏輯的認知」

『和平與發展』第 2 期 (2017 年 )、頁 74～83。
20	 「澳大利亞國傢概況」中華人民共和國外交部、2019 年 1 月、https://www.fmprc.�

gov.cn/web/gjhdq_676201/gj_676203/dyz_681240/1206_681242/1206x0_�
681244/。
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るミドル・パワー外交」は、2008 年に当時の豪州のケヴィン・ラ

ッド（Kevin Rudd）首相が演説の中で提起した「積極的で創造的

な豪州のミドル・パワー外交（active, creative Australian middle-

power diplomacy）」21に由来すると思われる。豪州は、中国におい

ても代表的なミドル・パワーの国家として目されている。

近年では、習近平政権が推進する「一帯一路」構想に対する豪州

の反応や 22、同国の対中ヘッジ戦略(対衝戦略)23 に関する分析もな

されている。それに加え、豪州が日本や米国、インドと共にインド

太平洋を重視するようになり、それら 4ヵ国による協力の枠組みで

ある QUAD（Quadrilateral Security Dialogue）の一員でもあること

から、その対外戦略にも注目が集まっている 24。

なお、周方銀は、豪州が米国の覇権を支える「戦略的な拠点国家

（戦略支点国家）」であるとしている。周によれば、「戦略的な拠

点国家」は、ある特定の大国のグローバル戦略や地域戦略を支え、

その影響力を著しく増強させる役割を果たす機能を有しており、米

国はそのような「戦略的な拠点国家」を複数擁している。欧州にお

ける英国、中東におけるイスラエルとサウジアラビア、アジア太平

洋地域における日本及び豪州といった諸国が米国の「戦略的な拠点

21	 “Address to the East Asia Forum in Conjunction with the Australian National 
University, Advancing Australia’s Global and Regional Economic Interests,” 
Department of the Prime Minister and Cabinet, March 26, 2008, http://
pmtranscripts.pmc.gov.au/release/transcript-15823.

22	 陳陶然「澳大利亞對『一帯一路』倡議的認知與反応」権衡主編『「一帯一路」倡

議與大國合作新發展』（上海 : 上海社會科學院出版社、2018 年）、頁 29～43。
23	 韋宗友「澳大利亞的對華對衝戰略」『國際問題研究』第 4 期（2015 年）、頁 54～

67。
24	 宋偉「試論澳大利亞的印太體係概念與戰略路徑選択」『上海交通大學學報（哲學社

會科學版）』第 24 巻第 2 号（2016 年）、頁 13～22。
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国家」であり、これらの国々が米国の世界的に卓越した影響力を支

えていると説いている 25。

本節で見たように、中国において、ミドル・パワーとしての豪州

への関心が増しつつある。そして、次節で論じるように、ミドル・

パワーとしての豪州は、周辺外交を推進する中国にとって重要な国

家になっている。

三　�中国が対豪関係を重視するようになった要因として

の周辺外交と米豪同盟

1 9 9 0 年代以降の中国では、日米同盟や北大西洋条約機構 

（NATO）といった米国とその同盟国との関係を主題とする研究が

多くなされてきた。その一方、2010 年の時点でも、米豪同盟が東

アジア地域全体や中国自身にとっても重要にかかわらず、米豪同盟

に関する研究が不十分である現状が指摘されていた 26。

そもそも、以前の中国では、豪州自体に対する関心があまり高

くはなかった。しかし、最近になり、豪州についての研究が中国に

おいて徐々に増えるようになってきている 27。豪州は大国ではない

が、中国では、対豪関係が外交政策全体の中で重要であることが認

知されるようになってきているという 28。また、依然として国際関

25	 毛莉「戰略支點國傢 : 研究未來十年中國外交和戰略體係構建的新視角 : 訪廣東

外語外貿大學廣東國際戰略研究院教授周方銀」『中國社會科學網』2014 年 7 月 17
日、http://news.cssn.cn/gd/gd_rwhn/gd_mzgz/201407/t20140717_1257830_2.
shtml。

26	 陶文釗「序言」李凡『冷戰後的美國和澳大利亞同盟關係』（北京 : 中國社會科學

出版社、2010 年）、頁 1。
27	 Jingdong Yuan, A Rising Power Looks Down Under, p.8.
28	 Weihua Liu and Yufan Hao, “Australia in China’s Grand Strategy,” Asian 

Survey, Vol. 54, No. 2 (March/April 2014), p. 367.
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係を専門とする中国の研究者は豪州をあまり重視しない傾向にある

が、外交の実務に携わる外交部は対豪関係に細心の注意を払ってき

たとの指摘もある 29。以上のように、中国において対豪関係が重視

されるようになってきていることは確かである。

それでは、近年になって、なぜ中国では対豪関係の重要性が意識

されるようになってきたのであろうか。ここでは、中国の外交・安

全保障に直接的に関連する 2 つの要因を挙げたい。

1 つ目は、中国の台頭に伴い、同国にとって周辺国との関係の重

要性が高まってきたことである。とりわけ、冷戦後から周辺外交を

進めてきた中国において、「小周辺」と「大周辺」の概念が出てき

たことは、中豪関係の在り方とも深く関連している。

中国が台頭してその国力が上昇し、かつ海外における権益が増

加するにつれて、「大周辺」外交が重要になってきた。中国では、

同国を取り巻く「小周辺」と「大周辺」という 2 つ種類の「周辺」

があると論じられている。まず、「小周辺」は、基本的に中国の領

土や領海と隣接する国家あるいは地域であり、ロシア、モンゴル、

東北アジア、東南アジア、南アジア、中央アジアがその範疇に含ま

れる。他方、「大周辺」は「小周辺」よりも広大で、その地理的な

範囲は、「小周辺」にも含まれる北東アジア、東南アジア、南アジ

ア、中央アジアから、西アジアやオセアニアにまで至る 30。中国か

らすると、米中間での争いが最も激しい地理的空間は「周辺」地域

であり、平和的な発展（和平発展）を遂げていく上で「大周辺」の

29	 Baogang He, “Collaborative and Conflictive Trilateralism Perspectives from 

Australia, China, and America” Asian Survey, Vol. 54, No. 2 (March/April 
2014), p. 265.

30	 祁懷高、石源華「中國周邊安全六大挑戰與大周邊外交戰略」張蘊嶺主編『新安全

観與新安全體係構建』（北京 : 社會科學文獻出版社、2015 年）、頁 287。
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安定を確保する必要がある 31。

そして、豪州は、その「大周辺」の中において存在感を増してい

ると考えられてきた 32。「大周辺」の中に位置するオセアニア域内の

豪州との友好関係は、中国の海洋安全保障にも直結すると指摘され

ている 33。また、冷戦後の中国は、経済分野での協力を推進するこ

とによって、近隣諸国が抱く台頭する中国に対する警戒心を和らげ

ようと「大周辺」外交を進めてきた。豪州との関係も、「大周辺」

外交の観点から重視されるようになってきたのである 34。それのみ

ならず、「大周辺」に対外拡張を続け、米国による対中包囲網の形

成阻止を狙う中国は、事実上の勢力圏の獲得を追求しており、その

中に豪州を取り込もうとさえしている 35。

2 点目は、豪州が米国の正式な同盟国であるという点である。中

豪関係は、中国にとって最重要である米中関係と直接的に関わって

おり、米国要因が両国関係に非常に大きなインパクトを与えると目

されている 36。中国のほとんどの専門家は、米豪同盟や日豪間での

安全保障協力を米国による対中封じ込め戦略の一環として捉えてい

31	 高飛、李明江「前言」高飛、李明江主編『中國大周邊關係 : 和平發展 VS戰略對

衝』（新加坡 : 八方文化創作室、2017 年）、頁 viii。
32	 張露、黃楫「大周邊戰略下的中澳關係發展」張蘊嶺主編『中國與周邊國傢：構建

新型夥伴關係』（北京：社會科學文獻出版社、2008 年）、頁 383～401。
33	 同上、頁 387、祁懷高、石源華、前掲「中國周邊安全六大挑戰與大周邊外交戰

略」、頁 287。
34	 張海森『中國與澳大利亞建立自由貿易區研究』（北京:對外経済貿易大學出版社、

2007 年）、頁 36～37。Baogang He, “Collaborative and Conflictive Trilateralism 

Perspectives from Australia, China, and America,” p. 266.
35	 Lei Yu, “China-Australia Strategic Partnership in the Context of China’s Grand 

Periphery Diplomacy,” Cambridge Review of International Affairs, Vol. 29, No. 
2 (2016), pp. 740-760.

36	 張露、黃楫、前掲「大周邊戰略下的中澳關係發展」、頁 393。
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る。例えば、2011 年に米豪間で決まった豪州のダーウィンへの米

海兵隊のローテーション展開は、米国による豪州を利用した対中封

じ込め戦略の顕著な例であると解釈されている 37。また、豪州自身

が米国との同盟関係を強化することにより、中国が米国の覇権に挑

むことを防いだり、米国優位の地域秩序を維持するために中国に対

抗しようとしているとの見方もなされてきた 38。

元々、米豪同盟は中国では注目を集める分析対象ではなかった

が、2010 年代以降の米豪同盟の強化に加え、2000 年代後半からの

日豪関係の深化に伴って着目されるようになってきたのである 39。

なお、中国においては、冷戦期から豪州に対する相反する 2 つの

見方が存在する。1 つは、豪州がその同盟国である米国に追随する

国家であるとの認識である。もう 1 つの見方は、豪州が常に米国と

対中政策で歩調を揃えてきた訳ではなく、豪州が米国に対して外交

的な独立性をある程度保ち、時には米豪間で食い違いが生じること

もあるというものである 40。

例えば、台湾の統一を目標としてきた中国にとって、豪州は台

湾海峡情勢とは切り離せない存在である。米国が台湾を政治的に支

えている以上、中国にとって米国は台湾問題における最大の障害で

37	 Baogang He, “Collaborative and Conflictive Trilateralism Perspectives from 

Australia, China, and America,” p. 255.
38	 喻常森、常晨光「中澳關係面面観 : 寫在中澳建交 40 周年之際」常晨光、喻常森主

編『中澳關係大趨勢 : 利益共同體的構建與展望』（広州 : 中山大學出版社、2012
年）、頁 48～49；嶽小穎『従「保障安全」到「提昇地位」: 第二次世界大戰後澳

大利亞對美國追隨政策之分析』（上海 : 上海社會科學院出版社、2013 年）、頁

199～200。
39	 Adam P. Liff, “China and the US Alliance System,” The China Quarterly, Vol. 

233 (March 2018), pp. 149-150.
40	 賈慶國、侯穎麗「走嚮平等互利 : 冷戰結束以來的中澳關係」『國際政治研究』第 3

期（1999 年）、頁 60。
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あり、米国の同盟国もそれを阻む存在である。そこで中国は、アジ

アでの地域協力を通じて、米豪同盟の弱体化のみならず、その解消

さえも狙って、台湾問題を巡る米豪のスタンスの乖離を図ってい

る 41。2005 年に豪州に亡命した中国の元外交官である陳用林は、中

国の対豪州政策には、短期と長期の狙いが込められているとする。

それによれば、短期的には同盟関係にある米豪間に楔を打ち込み、

仮に台湾海峡において米中間で戦争が起きたとしても、豪州が米国

側に与しないようにすることである。また、長期的には、経済成

長のために不可欠な純度の高い鉱物資源の輸入を確保することであ

る 42。中国は、豪州を米国から政治的に引き離すことによって、豪

州が米中の間で中立的な立場をとるように仕向けることを欲してい

るのである 43。

次節では、その時々の米中関係とリンクさせながら、冷戦後の中

豪関係を概観する。

四　�冷戦後の中豪関係 ： 米中関係とのリンクと近年の

関係悪化

1989 年 6 月の天安門事件によって、中国は西側諸国から経済制

裁を受けることになった。その後、日本が他の西側諸国に先駆けて

対中制裁を緩和したが、豪州も日本と同様に対中制裁をいち早く解

除した。その一方で、台湾やチベット、人権問題、あるいは米国に

41	 Baogang He, “Collaborative and Conflictive Trilateralism Perspectives from 

Australia, China, and America,” p. 254.
42	 “The Strategist Six: Chen Yonglin,” The Strategist, June 5, 2017, https://

www.aspistrategist.org.au/strategist-six-chen-yonglin/.
43	 Lei Yu, “China-Australia Strategic Partnership in the Context of China’s Grand 

Periphery Diplomacy,” p. 741.
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よる対中経済制裁といった争点においては、豪州が米国の立場を支

持していたこともあり、この時期の中豪関係は良好とは言えない状

態にあった 44。それでも、中豪間では、天安門事件後、すぐに要人

往来が行われるようになる 45。

しかし、1995 年から起きた第 3 次台湾海峡危機に加えて、1996

年 3 年に豪州でジョン・ハワード（John Howard）政権が発足する

と、中豪関係は暗転の兆しを見せ始めるようになる。この台湾海峡

危機の際、ハワード政権は米国側の姿勢を支持する姿勢を示し、中

国を非難することも躊躇わず、更には台湾海峡に海軍の艦艇 3 隻を

派遣したのであった。それのみならず、ハワード政権の親台湾的な

スタンスやチベット問題を巡る摩擦もあって、この頃の中豪関係は

明らかに悪化していた 46。また、1996 年 8 月の『人民日報』は、米

国が日米同盟を再定義したことに加え、米豪同盟を活性化させるこ

とにより、西太平洋での戦略的な立場を強化しているという警戒心

を示している 47。後年にはなるが、中国外交部の外交官としてのキ

ャリアがある李凡は、米豪同盟に関する自著の中で、1990 年代半

ば以降の両国間での同盟関係の強化は、明らかに中国に対して向け

られたものであるとの評価を下している 48。

それでも、中豪両国は、1996 年後半から関係修復に向かって

44	 Jingdong Yuan, A Rising Power Looks Down Under, p.11.
45	 Weihua Liu and Yufan Hao, “Australia in China’s Grand Strategy,” pp. 376-

377.
46	 Lei Yu, “China-Australia Strategic Partnership in the Context of China’s Grand 

Periphery Diplomacy,” pp. 746-747.
47	 李學江「美國的『兩只錨』（國際論壇）」『人民日報』（北京）、1996 年 8 月 6

日、頁 6。
48	 李凡『冷戰後的美國和澳大利亞同盟關係』（北京 : 中國社會科學出版社、2010

年）、頁 183。
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徐々に歩み寄りを見せるようになっていく。1997 年のハワードに

よる初の訪中や、1999 年の中国の国家主席としては初めてとなる

江沢民による訪豪が行われるなど、1990 年代終盤の両国関係は修

復に向かいつつあった 49。とは言え、1999年後半から 2000年前半に

かけて、台湾海峡情勢のみならず、ハワード政権による米国と連携

を取りながら東アジアの地域秩序安定を図る方針の表明もあって、

中豪関係には依然として課題が残っていることも浮き彫りとなっ

た 50。

それでも、21 世紀に入る前後から、ハワード政権の対中姿勢に

変化が現れる。2003 年には、中豪関係だけではなく、21 世紀の国

際関係における米中関係の最重要性を象徴するかのような出来事が

豪州を舞台として繰り広げられた。同年 10 月、米国のジョージ・

W・ブッシュ（George W. Bush）大統領が訪豪して同国の議会で

演説した。その翌日には、ブッシュと同じく訪豪中であった中国の

胡錦濤国家主席も豪州議会で演説を行ったのである。その後も、中

豪関係は比較的安定した状態で推移を保っていく 51。

だが、2006 年 3 月に日米豪の間での初となる戦略対話が開催さ

れ、更に 2007 年 9 月のアジア太平洋経済協力会議（APEC）期間

中にシドニーで日米豪首脳会談が初めて行われると、中国側で豪州

に対する不信感が募り始める。とりわけ、日本と豪州との間での安

49	 Colin Mackerras, “Australia-China Relations at the End of the Twentieth 
Century,” Australian Journal of International Affairs, Vol. 54, No. 2 (2000), 
pp. 187-191.

50	 William T. Tow and Leisa Hay, “Australia, the United States and a ‘China 
Growing Strong’: Managing Conflict Avoidance,” Australian Journal of 
International Affairs, Vol. 55, No. 1 (2001), p. 41.

51	 Lei Yu, “China-Australia Strategic Partnership in the Context of China’s Grand 
Periphery Diplomacy,” pp. 748-750.
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全保障協力の進展は、中豪関係に負の影響をもたらすものであると

も論じられるようになり、中国は日米豪の 3ヵ国協力を警戒するよ

うになった 52。その上、この頃から、米国が豪州も含めた東アジア

の国々と連携しながら自国を標的としたアジア版の NATO を結成

しようとしているのではないか、との疑念も中国国内では生じるよ

うになる 53。

2007 年 12 月、豪州でラッド政権が誕生すると、中国では中豪関

係への期待感が高まった。なぜならば、ラッドは中国語に堪能な元

外交官であり、知中派と目されていたからである。そして、2008

年 2 月、豪州において、中豪間の戦略対話が初めて開かれた。その

後の記者会見において、ステファン・スミス（Stephen Smith）外

相が日米豪印から成る QUAD への不参加を発表したのである 54。こ

の時のラッド政権による QUAD への政策転換は、豪州の対米接近

が止まっただけではなく、自国の豪州に対する影響力が高まったと

いう印象を当時の中国側にもたらした 55。

だが、ラッド政権が 2009 年版の国防白書を刊行すると、中国側

の姿勢が急変する。中国は何亜非外交副部長の訪豪をキャンセル

し、また李克強副首相の訪豪も遅らせるなど、ラッド政権に対する

不満を明確な形で示した 56。この 2009 年版の国防白書には、軍拡を

52	 周方銀「中國與澳大利亞關係的新發展」張蘊嶺、孫士海主編『亞太地區發展報告

2008』（北京 : 社會科學文獻出版社、2008 年）、頁 307～309。
53	 馬建英「『亞洲版北約』解析」『黨政幹部學刊』第 11 期（2007 年）、頁 49。
54	 “Joint Press Conference with Chinese Foreign Minister,” The Hon Stephen Smith 

MP, February 5, 2008, https://foreignminister.gov.au/transcripts/2008/080205_
jpc.html.

55	 Weihua Liu and Yufan Hao, “Australia in China’s Grand Strategy,” p. 383.
56	 Lei Yu, “China-Australia Strategic Partnership in the Context of China’s Grand 

Periphery Diplomacy,” p. 751.
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推し進める中国を名指しする記述などがあり、中国側は豪州に対し

て強く反発した。この他にも、英豪の資源大手リオ・ティント（Rio 

Tinto）買収騒動やウイグル問題に関連する事件もあり、中豪関係

はハワード政権初期のような最悪とも言える状態に陥った 57。

2011 年 11 月、米国のバラク・オバマ（Barack Obama）大統領

が豪州を訪問し、米海兵隊を豪州のダーウィンにローテーション形

式で駐留させることなどが合意され、米豪同盟に進展があった。中

国外交部の報道官は、米豪間での合意について、国際経済が停滞

し、国際社会の共通認識を育んでいくことが焦点になっている最中

において、軍事同盟の強化や拡大は時代に即していないとする批判

的なコメントを出したのであった 58。

その一方、中豪関係は、2010 年代前半から半ばにかけて大きく

発展を遂げることにもなっていた。下記のように、2014 年 11 月に

は、中豪間での自由貿易協定（FTA）の合意に至り、2015 年 6 月

に豪州で調印された。2015 年 3 月には、日米は不参加のアジア・

インフラ・投資銀行（AIIB）に豪州が加盟する等、中豪関係は特

に経済分野で深化するようになった 59。

しかしながら、経済分野での関係進展とは対照的に、米中や日

中間での角逐激化に伴い、中豪関係は外交面で複雑な様相を呈する

ようになる。とりわけ、南シナ海問題のような海洋を巡る領土問題

57	 福嶋輝彦、前掲「同盟か、市場か？」、77～78 ページ。
58	 「美國澳大利亞將宣布籤署永久駐軍協議中方迴應」『人民網』2011 年 11 月 16 日、

http://world.people.com.cn/GB/8212/191617/9491/211918/16275824.html。
59	 近年の中豪間での経済分野を主とした関係深化については、次のレポートが詳し

い。East Asian Bureau of Economic Research and China Center for International 
Economic Exchanges, Partnership for Change: Australia-China Joint Economic 
Report (Canberra: Australian National University Press, 2016).

$0915.indd   162 2019/7/24   下午 02:06:01



2019 年 4.5.6 月号� 中国の周辺外交におけるミドル・パワーとしての豪州

－163－

において、両国関係が錯綜する場面が度々見受けられるようになっ

た。

2013 年 11 月、中国が東シナ海に防空識別圏（ADIZ）を設定し、

それに対して日本が抗議すると、豪州も日米と歩調を揃えて中国を

非難した。一方の中国側は、外交部の報道官が豪州側に対して厳正

な交渉の申し入れを行ったことと、強烈な不満を表明したことを明

らかにして、中豪関係に悪影響を及ぼさないようにと強調した 60。

それでも、両国間での経済的な結びつきが深まる最中の 2014 年

11 月、豪州で開かれた G20 に出席するために習近平国家主席が豪

州を訪問した。この訪豪の際、中豪首脳間で両国関係を「全面的な

戦略的パートナーシップ ( 全面戦略夥伴関係 )」にまで引き上げる

ことで合意がなされただけではなく、FTA 交渉が実質的に終結し

たことも発表され 61、中豪関係は新しい段階に入ったのであった。

2015 年 10 月に米国海軍が初めて南シナ海で「航行の自由」作戦

を実施した翌 11 月から 12 月までにかけて、豪州も同海域に哨戒機

を派遣し、「航行の自由」作戦に加わったとの報道がなされた。こ

の報道について、中国外交部の報道官は、豪州の名前に直接言及す

ることは避けつつも、一部の域外国が南シナ海問題に関わることに

よって、事態を複雑化させないようにすることを希望するとのコメ

60	 「外交部發言人秦剛就澳大利亞外長關於我國劃設東海防空識別區有關聲明事答

記者問」中華人民共和國外交部、2013 年 11 月 27 日、http://www.fmprc.gov.
cn/web/gjhdq_676201/gj_676203/dyz_681240/1206_681242/fyrygth_681250/
t1102982.shtml。

61	 「習近平同澳大利亞總理阿博特舉行會談一致決定建立中澳全面戰略夥伴關係宣

布實質性結束中澳自由貿易協定談判」中華人民共和國外交部、2014 年 11 月 17
日、https://www.fmprc.gov.cn/web/gjhdq_676201/gj_676203/dyz_681240/�
1206_681242/xgxw_681248/t1211809.shtml。
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ントを出している 62。

2016 年 7 月、仲裁裁判所が南シナ海の領有権をめぐる問題で中

国側の主張を認めない判決を出すと、中国側はこれに断固として反

対する姿勢を示した。豪州は、この判決に法的な拘束力があること

を支持する声明を発表したが、中国側は豪州に厳重に抗議し、その

立場に反対するとしながら、豪州が南シナ海問題の当事国ではない

とも非難したのであった 63。更に、同月 25日のラオスでの東アジア

首脳会議（EAS）の際に開かれた日米豪外相会談において、その 3

ヵ国が仲裁裁判所の判決への支持を改めて表明すると、中国側は再

び反発した 64。それ以降も、中国側は、南シナ海問題に豪州側が干

渉しないことを要求している。例えば、2016 年 10 月に北京を訪れ

たマーク・ビンスキン（Mark Binskin）豪州空軍司令官に対して、

範長龍中央軍事委員会副主席は、豪州が南シナ海に関する問題で慎

重な対応を取ることや、同問題における言動を一致させるべきであ

ると主張した 65。

2017 年 1 月に米国でドナルド・トランプ（Donald Trump）政権

が誕生すると、中国は豪州により接近する動きを見せるようにな

62	 「2015 年 12 月 15 日外交部發言人洪磊主持例行記者會」中華人民共和國外交部、

2015 年 12 月 15 日、http://www.fmprc.gov.cn/web/fyrbt_673021/t1324481.
shtml。

63	 「2016 年 7 月 14 日外交部發言人陸慷主持例行記者會」中華人民共和國外交部、

2016 年 7 月 14 日、http://www.fmprc.gov.cn/web/fyrbt_673021/jzhsl_673025/
t1381550.shtml。

64	 「外交部發言人陸慷就日本、美國、澳大利亞發表聯合聲明涉南海、東海問題事答

記者問」中華人民共和國外交部、2016 年 7 月 27 日、http://www.fmprc.gov.
cn/web/gjhdq_676201/gj_676203/dyz_681240/1206_681242/fyrygth_681250/
t1385098.shtml。

65	 尹航「範長龍會見澳國防軍司令和國防部祕書長」『解放軍報』（北京）、2016 年

10 月 13 日、頁 1。
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る。同年 3 月には、李克強首相が豪州を公式訪問し、自由貿易の重

要性を説くなど、トランプ政権の保護主義を暗に批判するかのよう

なスピーチを行っている。それだけではなく、明らかに中豪関係に

関する文脈の中で、李は、豪州が冷戦時代のようにいずれかの陣営

に付くようなことは見たくないとして、豪州が米国の側に与するこ

とにクギを指すかのような発言をしている 66。

しかし、2017 年になると、中豪間では新しい外交問題が生じる

ことになる。それは、中国が豪州国内で政治的な工作活動を行って

いるという懸念が豪州で高まり、中豪関係を大きく揺るがすことに

なった一連の出来事であるが、この点に関しては次節で見ることに

する。

2018 年に入ってからも、中豪間ではトラブルが続くことにな

る。1 月に、豪州のコンセッタ・フィエラバンティ・ウェルズ

（Concetta Fierravanti-Wells）国際開発・太平洋担当相が中国の南

太平洋諸国に対する開発支援を批判すると、中国側はそれを事実と

反したものであると反発した 67。4月には、詳細は明らかにならなか

ったものの、南シナ海を航行していた豪州海軍の軍艦 3 隻が中国海

軍側から挑発を受けたがことが報道されたが 68、中国国防部は事実

でないと主張した 69。更に、同時期に中国の成競業駐豪州大使が、

66	 「李克強在澳大利亞總理特恩布爾舉行的歡迎宴會的致辭（全文）」中華人民共和國

外交部、2017 年 3 月 24 日、http://www.mfa.gov.cn/web/zyxw/t1448326.shtml。
67	 「2018 年 1 月 10 日外交部發言人陸慷主持例行記者會」中華人民共和國外交部、

2018 年 1 月 10 日、https://www.fmprc.gov.cn/web/fyrbt_673021/jzhsl_673025/
t1524690.shtml。

68	 Andrew Greene, “Australian Warships Challenged by Chinese Military in South 
China Sea,” ABC, April 20, 2018, https:www.abc.net.au/news/2018-04-20/
south-china-sea-australian-warships-challenged-by-chinese/9677908.

69	 「國防部新聞局就澳大利亞媒體炒作中澳軍艦南海相遇事答記者問」『中國軍網』

$0915.indd   165 2019/7/24   下午 02:06:01



問題と研究� 第 48 巻 2 号

－166－

最近の中豪間では信頼が欠如しているとしながら、将来、中国側が

豪州に対する貿易戦争を仕掛けるのではないかとも解釈できるよう

な発言をしている 70。

8 月、豪州でスコット・モリソン（Scott Morrison）政権が発足

すると、中国側は豪州の新政権と共に両国関係を発展させたいとの

意思を表明している 71。しかし、そのおよそ 10 日後には、『環球時

報』紙が「中豪関係が改善するのは良いが、改善しなくても構わな

い」と題する社説を出した。中国側では豪州の新政権誕生によって

中豪関係が変化するとの見方は主流ではない上に、豪州側にとっ

て、中国は尊重及び真剣に対応しなければならない大国であると主

張する等 72、中国側は豪州に対する手厳しい姿勢を崩さないという

一種のメッセージを送った。それでも、11 月に EAS 関連の一連の

会議が行われていたシンガポールにおいて、初めて李克強とモリソ

ンが会談を行い、中国側は関係改善に前向きな姿勢を示したのであ

った 73。

ここ数年の米中関係や日中関係の不安定化、南シナ海情勢の緊迫

化等を受けて、中豪関係は混迷を深めるようになってきており、両

国関係は転換期を迎えつつある。

2018 年 4 月 20 日、https://www.81.cn/jwgz/2018-04/20/content_8010174.htm。
70	 “China Warns Australia over Hostile Sentiment,” People’s Daily Online, April 

20, 2018, http://en.people.cn/n3/2018/0420/c90000-9451678.html.
71	 「2018 年 8 月 24 日外交部發言人陸慷主持例行記者會」中華人民共和國外交部、

2018 年 8 月 24 日、https://www.fmprc.gov.cn/web/fyrbt_673021/jzhsl_673025/
t1587984.shtml。

72	 「社評 : 中澳關係改善則好、不改善也無所謂」『環球時報』（電子版）2018 年 9 月

4 日、http://opinion.huanqiu.com/editorial/2018-09/12925657.html。
73	 張慧中、趙益普「李克強同澳大利亞總理莫里森舉行第六輪中澳總理年度會晤」『人

民日報』（北京）、2018 年 11 月 15 日、頁 3。
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五　�中国による米豪同盟への対応 : 豪州国内での中国

による政治工作に関する動向

近年、中国が他国で政治工作を実施することにより、その国の

世論を自国にとって好ましい方向に仕向けようとしている動きが取

りざたされるようになっている。中国による他国での政治工作の目

的は、米国とアジア太平洋域内のその同盟国との間に楔を打ち込ん

で、米国の同盟ネットワークを弱体化させることにある。そして、

豪州もそのターゲットになっている 74。

中国が米豪間に楔を打ち込もうとしても、その成功の見込み

は少ないという指摘もなされてきた 75。しかし、豪州メディアと

のインタヴューにおいて、米国のヒラリー・クリントン（Hilary 

Clinton）元国務長官が中国による国内政治への干渉に注意するべ

きであると警鐘を鳴らしているように、豪州国内における中国の工

作活動が国際的な注目を集めており、米豪同盟への余波も憂慮され

ている 76。また、近年のシャープ・パワー（sharp power）と称され

る概念の提起もあり、中豪間での問題は、特に西側諸国で人目を引

くようになった。シャープ・パワーとは、中国やロシアのような権

威主義体制国家が民主主義国の政治制度やその開放的な社会といっ

た特徴につけ込むことによって、自国にとって都合の良い情報操作

や世論工作を行い、民主主義国内部での影響力拡大を狙う動向であ

74	 Bates Gill and Benjamin Schreer, “Countering China’s ‘United Front’,” The 
Washington Quarterly, Vol. 41, No. 2 (Summer 2018), p. 161.

75	 Mohan Malik, “Australia, America and Asia,” Pacific Affairs, Vol. 79, No. 4 
(Winter 2006-2007), pp. 587-595.

76	 Leigh Sales, “Hillary Clinton Warns of Chinese Influence on Australian 
Politics,” ABC, May 14, 2018, http://www.abc.net.au/news/2018-05-14/�
hillary-clinton-warns-of-chinese-influence-in-australia-politics/9754928.
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る。豪州においては、中国による豪州国内での政治工作活動が大き

く報道されるようになると、中国のシャープ・パワーが脚光を浴び

るようになった 77。

豪州国内における中国のシャープ・パワーが取りざたされるよう

になった発端は、2016 年からその翌年にかけて、野党の労働党に

所属するサム・ダスティアーリ（Sam Dastyari）上院議員が、中国

政府とつながる組織や人物から便宜を受けていただけではなく、中

国の南シナ海問題に関する主張に同調するような発言をしたこと等

から、中国が豪州国内において政治的な影響力を高めようと様々な

活動を行っているのではないか、との疑惑が強まったことである。

ダスティアーリに関しては、中国政府と深い関係にあると目される

華人の富豪である黄向墨や、その関連団体から金銭的な供与があっ

たというメディア報道がなされるようになり、その責任を取るとい

う意向から、同議員は 2018 年 1 月に議員辞職した 78。

中国による豪州国内での政治的な活動の背景には、中国共産党の

組織である中共中央統一戦線工作部が暗躍しているとの見方が根強

く、その実態が注目されている。また、米国やニュージーランド、

台湾でも同様の政治工作が行われていることが指摘されている 79。

豪州国内において、中国の見えない圧力がかかったとも言える象

徴的な事件は、クライヴ・ハミルトン（Clive Hamilton）による著

77	 石原雄介「中豪関係と『シャープパワー』概念」『NIDS コメンタリー』第 82 号、

2018 年 8 月 1 日。
78	 同上。
79	 Alexander Bowe, “China’s Overseas United Front Work: Background and 

Implications for the United States,” U. S.-China Economic and Security Review 
Commission Staff Research Report (Washington D. C.: U. S.-China Economic 
and Security Review Commission, 2018).
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書『静かなる侵略（Silent Invasion）80』を巡る一連の騒動である。

中国が豪州国内でどのよう政治的な工作活動をしているのかについ

て記したこの書籍を刊行しようとしたところ、中国政府から訴訟を

受けるリスクがあるということで、出版社が同書の出版を延期する

決定を下した。結局、同書は別の出版社から後日に出版されたが、

この騒動は豪州国内で高まる中国の影響力を象徴する出来事として

広く知られるようになった 81。

これらの事態を受けて、豪州政府は外国人や外国政府のロビー活

動を制限する法案を成立させる等の対策案を打ち出したが、中国側

は豪州の反応に対して極めて批判的である。例えば、2018 年 5 月

に豪州のジュリー・ビショップ（Julie Bishop）外相と会見した中

国の王毅外交部長は、中豪関係は豪州側の原因によって悪化してい

ると述べ、また中国が他国の内政に干渉するようなことはないと主

張しながら、両国関係の発展のために豪州は色眼鏡を外して中国を

見るべきであると発言した 82。また、中国共産党の機関紙『人民日

報』も、2017 年以降は豪州を手厳しく非難する論評を掲載するよ

うになる等 83、豪州に対する厳しい批判が繰り返し行われた。2019

年 2 月には、豪州国内での政治工作に関わっていたと見られた上述

80	 Clive Hamilton, Silent Invasion: China’s Influence in Australia (Melbourne: Hardie 
Grant Books, 2018).

81	 高橋香織「豪、多文化主義の危機（中国化進む世界）」『日本経済新聞』

（電子版）、2018 年 3 月 29 日、https://www.nikkei.com/article/DGXMZO�

28500370T20C18A3000000/。
82	 「王毅會見澳大利亞外長畢曉普」中華人民共和國外交部、2018 年 5 月 22 日、

http://aalco-beijing.mfa.gov.cn/web/wjbzhd/t1561277.shtml。
83	 鍾聲「澳方對華認知須從事實出發」『人民日報』（北京）、2017 年 12 月 11 日、

頁 3；曾繁強「『小人之心』是澳『恐華』癥結」『人民日報（海外版）』（北京）、

2018 年 4 月 3 日、頁 10。
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の黄向墨に対し、豪州政府が事実上の国外退去処分を下した。それ

を受け、中国政府側は、改めて自国が他国の内政に干渉するような

ことはないと主張している 84。

このようにして、2017 年以降の中豪関係は短期間で大きく悪化

することになった。中国は、米豪同盟を含めた米国の同盟ネットワ

ークを以前よりも安全保障上の脅威として捉えるようになってきて

いる。それに加え、「大周辺」の現出やミドル・パワーの豪州が持

つ地政学的な価値が上がるにつれて、中国にとって対豪関係が持つ

意味合いがより重要性を帯びるようになってきた。その結果、米豪

同盟に楔を打ち込む目的から、シャープ・パワーを駆使しようとす

る中国が豪州国内での政治工作を強化するようになったと見られ

る。

六　おわりに

ここまで、ミドル・パワーの国々との関係強化や周辺外交に本

格的に着手するようになった中国にとって、「大周辺」に所在する

豪州の戦略的な価値が高まってきたことを論じてきた。それに加え

て、米国の同盟ネットワークを脅威として認識している中国が、米

豪同盟に楔を入れようとしてきたことについても説明した。中国

は、自国に向けられた包囲網形成を防止するため、自らの勢力圏に

豪州を取り込み、米国に対抗しようとしていると結論付けることが

できる。

このような中国による米豪同盟へのアプローチが功を奏してい

84	 「2019 年 2 月 11 日外交部發言人華春瑩主持例行記者會」中華人民共和國外交部、

2019 年 2 月 11 日、https://www.fmprc.gov.cn/web/fyrbt_673021/jzhsl_673025/
t1636893.shtml。
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るのか否かを断言することは容易ではないが、今後のインド太平洋

地域の情勢を占う上で、これからも中豪関係を注視していく必要が

ある。また、米中間での戦略的な競争が今後も続いていくと予想さ

れることから、引き続き中豪間では様々な摩擦が起きていくであろ

う。

本稿では、主に米国の存在が中豪関係に与える影響に焦点を当て

てきた。この結論部では、日本の存在が中豪関係にどのような影響

を及ぼすかについて、簡潔に考察してみることにしたい。

前述のように、中国においては、米国の同盟国である日本が豪州

との関係を深めていることが警戒視されており、それ故に豪州に関

する分析も増えるようになった 85。米国の対外政策や豪州の国内政

治といった要素だけではなく、日本が中豪関係に及ぼす影響も決し

て小さくはなく、また、日本が豪州を対中牽制のために利用してい

ると中国では見られてきたのである 86。そして、ニック・ビズリー

（Nick Bisley）が指摘するように、日中間での競争が豪州の対外

政策に影響を及ぼす度合いは、これまで過小評価されてきたと言え

る 87。したがって、中豪関係や豪州を巡る国際関係を分析する際に

は、米国だけではなく、日本も肝要なアクターとして念頭に置く必

要がある。

近年、日本政府高官からは、日豪関係が準同盟（quasi-alliance）

85	 Adam P. Liff, “China and the US Alliance System,” pp. 149-150.
86	 張露、黃楫「大周邊戰略下的中澳關係發展」、頁 393～397；周方銀「中國與澳大

利亞關係的新發展」張蘊嶺、孫士海主編『亞太地區發展報告　2008』（北京 : 社

會科學文獻出版社、2008 年）、頁 307～309。
87	 Nick Bisley, “Australia Navigates Sino-Japanese Competition: Engaging, Binding 

and Hedging,” in Jeffrey Reeves, Jeffrey Hornung and Kerry Lynn Nankivell 
(eds,), Chinese-Japanese Competition and the East Asian Security Complex: Vying 
for Influence (New York: Routledge, 2017), pp. 143-158.
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の域に達したとの声も聞かれるようになった通り 88、近年の両国は

安全保障分野で緊密な協力を行うようになっている。ただし、日豪

間に問題がないわけではない。例えば、日本の潜水艦「そうりゅ

う」の豪州への輸出を巡る案件では、日豪間での対中及び対米認識

の間に温度差があることが露呈しただけではなく、日本側で自国の

防衛産業を巡る事情が優先にされたことから、結局その取引は不成

立となった 89。今後、日本が豪州との関係や安全保障協力を強化し

ていくのであれば、中豪関係や豪州についての理解をより深めるこ

とが求められる。だが、日本の政策が中豪関係や豪州に及ぼす影響

に関しては、どの程度日本で理解されているのかが不透明な部分も

ある。よって、日本要因が中豪関係に影響を与えてきメカニズムに

ついての分析は、今後の研究課題として残されていると言える。　

最後に、上述の『静かなる侵略』の著者であるハミルトンは、日

本のメディアとのインタヴューにおいて、自身も巻き込まれた中国

政府による言論の自由を弾圧するかのような出来事は日本でも起こ

りえると警告している 90。中国が他国の言論の自由を制約するよう

なケースは、今後も実際に起きていく可能性がある 91。日本として

88	 John Garnaut, “Australia-Japan Military Ties Are a ‘Quasi-Alliance’, Say 
Officials,” The Sydney Morning Herald, October 26, 2014, http://www.smh.
com.au/national/australiajapan-military-ties-are-a-quasialliance-say-officials-
20141026-11c4bi.html.

89	 松村昌廣「日豪同盟の幻影 : 豪州における『そうりゅう』型潜水艦輸入論争」『問

題と研究』第 46 巻第 3 号（2017 年）、65～92 ページ。
90	 「中国の介入『日本も脅威認識を』豪チャールズ・スタート大 　クライブ・ハミ

ルトン教授」『産経ニュース』2018 年 3 月 20 日、http://www.sankei.com/world/
news/180320/wor1803200054-n1.html。

91	 ニュージーランドの中国専門家であるアンマリ―・ブレディ(Anne-Marie Brady)
の自宅及び大学のオフィスにあったパソコンや研究資料等が、何者かによって盗

まれる事件があった。ブレディがニュージーランド国内における中国の政治工作
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は、中国との関係を改善していく必要はある。しかし、もしも中国

が日本国内で世論工作のような政治的な活動を行うようであれば、

日本としては、これに対抗するための措置を徹底的に実施するべき

である。

（寄稿：2019 年 3 月 11 日、採用：2019 年 6 月 5 日）

等に関する研究をしていたことから、この事件には中国当局の関与があったとの

見方が浮上した。しかし、ニュージーランド当局が捜査に積極的でないとのこと

から、303 人にのぼる世界各国の研究者やジャーナリスト達がブレディの研究を

サポートする署名を公表したのであった。“Open Letter on Harassment Campaign 
against Anne-Marie Brady,” Sinopsis, December 5, 2018, https://sinopsis.cz/
en/open-letter-on-harassment-campaign-against-anne-marie-brady-2/.
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中國周邊外交下作為中等強國的澳洲：

中澳關係的展開及其對美澳同盟的影響

山﨑周

（青山學院大學總合研究所助理研究員）

【摘要】

對於崛起的中國而言，加強和深化與「中等強國」之間的關係，

逐漸成為外交的主要目標之一。在中美兩國而言，在兩強戰略競逐之

下，「中等強國」的重要性提升。其中，澳洲作為印度太平洋地區的

「中等強國」，近年來在中國受到關注。

本文旨在探討中國在後冷戰時期如何對澳洲展開外交策略。對於

新興崛起的中國來說，印度太平洋地區「中等強國」的重要性逐漸提

高。其中，特別是作為「中等強國」代表的澳洲，近年來突顯出了存

在感。甚至可以說，中國欲分化美澳同盟關係，而將澳洲納入自身的

勢力範圍。然而，日本也是在中澳關係型塑下的關鍵角色。因此，在

分析雙邊關係時，不應低估日本對中澳關係的影響因素。

關鍵字：中澳關係、美澳同盟、中等強國、周邊外交、銳實力
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Australia as Middle Power in China’s 
Periphery Diplomacy: How the Evolving 

China-Australia Relations Affect the U.S.-
Australia Alliance 

Amane Yamazaki
Research Fellow, Research Institute, Aoyama Gakuin University

【Abstract】

Strengthening and keeping diplomatic relations with middle 

powers are becoming one of the main focus for rising China. The 

intensifying U.S.-China rivalry makes middle powers’ strategic values 

much higher for the two great powers. Of these, a middle power in the 

Indo-Pacific region, Australia, attracts careful attention from some 

scholars and policy-makers in contemporary China.

In this article, I examine China’s strategy towards Australia in the 

post-Cold War era. Today, Australia is a significant country for China 

due to two factors: Beijing’s periphery diplomacy and Canberra’s 

alliance relationships with Washington. China is not only trying to 

drive a wedge between the U. S. and Australia, but also, it aims to 

incorporate Australia into its sphere of influence in order to prevent 

the emergence of an anti-China coalition, which could be led by 

Washington. It can been seen that China is taking proactive actions 

to split the U.S.-Australia alliance. In addition, Japan is also a key 

player that can shape the trajectory of China-Australia relations. Thus, 

Tokyo’s impact on China-Australia relations should not be underrated 
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when we analyze the bilateral ties. This point will be a future subject 

for investigation.

Keywords:  China-Australia relations, the U.S.-Australia alliance, 

middle power, periphery diplomacy, sharp power
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